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令和４年度吉賀町消防操法大会が開催される！

椿頼一さん 環境保全功労者に対する知事感謝状贈呈

　６月１２日（日）大野原運動交流広場において、令和４年度吉賀町消防操法大会が約３年ぶりに

開催されました。

　この大会は、団員の消防操法技術の練磨を図り、火災防御力の向上を目指す目的で実施されてい

るものです。今年度はポンプ車の部３チーム、小型ポンプの部５チームが参加し、各分団から選抜

された選手は５月初旬から厳しい訓練を積み重ね、大会当日は、その成果をいかんなく発揮され、

優秀な成績を収められました。その結果、ポンプ車の部では第３分団（柿木）、小型ポンプの部では、

第７分団（下須・白谷）が優勝しました。

　今大会で優勝したポンプ車の部の第３分団（柿木）は、来る７月２４日（日）松江市で開催され

る第２９回全国消防操法大会出場隊選考会に吉賀町の代表として出場します。町民の皆さんの温か

いご声援とご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉賀町消防団）

　町大会の結果は、以下のとおりです。

（ポンプ車の部）

　優　勝　第３分団（柿木）　　　　　　　

　準優勝　第２分団（七日市）　　　　　　

　第３位　第１分団（六日市）　　　　　　

（小型ポンプの部）

　優　勝　第７分団（下須・白谷）　　　

　準優勝　第８分団（木部谷・大野原）　　　

　第３位　第１分団（六日市）

　第４位　第３分団（柿木）

　第５位　第４分団（朝倉・注連川・蓼野）　　　

　令和４年６月１６日、九郎原地区在住の椿頼一（つばきよりかず）さんが、長年にわたり、「ヒ

メバイカモ」の保護・育成に大きく貢献されていることをたたえ、島根県知事より感謝状が贈呈

されました。

　椿さんは、ヒメバイカモの希少野生動植物保護巡視員として、生育環境の保全・違法採取防止

のパトロール等を行ってこられました。この度の感謝状贈呈を受け、「これまで活動を続けてき

てよかった。ヒメバイカモのことを、子どもたちにもっと知って欲しい」と

話していました。

　ヒメバイカモは、キンポウゲ科に属する沈水性多年草で、河川やため池な

どに生育し、６月頃から小さくてかわいい白い花を咲かせます。日本では本

州・九州地方にまれに分布しており、吉賀町では、九郎原及び有飯地区など

の河川・水路のほか、田野原地区の大蛇が池に生育しています。

　しまねレッドデータブックでは絶滅のおそれが最も高い絶滅危惧種Ⅰ類に

選定され、指定希少野生動植物に指定されています。
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　消防団員は、普段は自分の職業を持ちながら、平常時には地域の防火・防災の担い手として、ま

た、災害発生時には、消火・警戒などの消防活動を行い、地域の防災リーダーとしての役割も担っ

ています。

　近年、消防団員数は減少傾向にあり、高齢化も進んでいることから、将来の担い手となる若い団

員の確保に取り組んでいます。

◆消防団員の身分と入団資格

　消防団員の身分は、非常勤特別職の地方公務員です。

　入団資格は１８歳以上で吉賀町に在住、又は勤務しており、性別に関係なく入団できます。

◆消防団員の処遇

　年額報酬…階級が団員の場合２７，１００円／年です。

　出動報酬…火災などの災害活動や訓練等に従事した場合３，４００円／日です。

　公務災害補償…消防団活動中に負傷した場合の補償制度があります。

　被服等の貸与…消防団活動に必要な制服や作業服が貸与されます。

　退職報償金…消防団員として５年以上勤務し、退団した際に支給します。

　運転免許補助金…準中型免許、５t・AT 限定解除の取得の際に金額の一部を補助します。

◆消防団の主な活動

　[平常時 ]

　　・火災予防活動（巡回広報、住宅防火診断等）

　　・警備警戒活動（年末警戒、花火大会等）

　　・教育訓練活動（火災防御訓練、規律訓練、救命講習等）

　　・機械器具等の点検、整備

　[災害時 ]

　　・火災防ぎょ（建物火災、林野火災、車両火災等）

　　・風水害警戒（台風、集中豪雨、洪水等）

　　・地震、崖崩れ、山崩れ、地すべり等による救助活動

　　・その他（人命救助、行方不明者捜索等）

　　　　　　　　消防団に関するお問合せ・入団のお申し込みは

〒 699-5513

島根県鹿足郡吉賀町六日市７５０番地

吉賀町役場総務課　消防担当

電話：0856-77-1111（代表）　ﾌｧｯｸｽ：0856-77-1891

E-mail：somu@town.yoshika.lg.jp

吉賀町消防団員募集！
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火災予防について

指　差　呼　称

　火の取り扱いの不注意により、火災は発生します。

　火災発生の主な原因は、野焼き、たばこ、コンロ、ストーブ、電気機器等です。

　ほんのちょっとした油断で貴重な財産や数々の思い出、さらには尊い命までも失ってしまいます。

　これらの火災を起こさないように、日頃から火災予防について心掛けが大事です。また、火を取

り扱う際には、危険と隣り合わせの作業であることを常に意識し、十分に注意が必要です。

　指差呼称の目的は、ヒューマンエラーや不注意、確認ミスなど

を防ぐために行うものです。対象を見つめ、腕を伸ばして指を差し、

「〇〇よし！」と声を出して確認することです。

　外出前や就寝前の火の元の確認など、日常生活で「指差呼称」

を行うことを習慣にし、火災予防に努めましょう。

六日市分遣所　　　　☎７７‐０１６２　　

柿木分遣所　　　　　☎７９‐２２０１

吉賀町役場　総務課　☎７７‐１１１１

〇寝たばこは、絶対やめる。

〇ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

〇ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

〇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する ｡

〇寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

〇火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

〇お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制

　をつくる。

３つの習慣

４つの対策

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

よし！
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2022 災害時外国人サポーター養成研修＆外国人住民のための防災訓練
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さかせよう　じんけんの花
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環境情報　～フード・マイレージから考える地産地消～

　皆さんは、「フード・マイレージ」という言葉を聞いたことがありますか。フード・マイレージとは、

直訳すれば「食料の輸送距離」のことで、食料の生産地から消費者の食卓に並ぶまでの輸送にかかっ

た「重さ×距離」で表されるものです。

　フード・マイレージの大きい食料、つまり遠く離れた生産地から届く食料は、輸送や輸送までの

保管に石油などのたくさんのエネルギーが使われており、多くの CO2（二酸化炭素）や NOx（窒素

酸化物）が排出されていることになります。

　日本の 2020 年度の食料自給率は過去最低の 37％（カロリーベース）です。食料の多くを海外に

依存することは、環境への負荷がかかるだけでなく他国の食料を奪っていることになります。

　地元産の食料を選ぶことは、環境に優しいといえます。フード・マイレージについて改めて考え、

普段買い物をするときは、できるだけ国内産・島根県産・吉賀町産のものを選ぶなど、環境に優し

い食生活を実践しましょう。

人権コラム
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☆☆☆吉賀町上下水道情報☆☆☆

～下水道への接続、合併浄化槽の設置につきまして～

★下水道出前講座を行いました★

　下水道出前講座とは、島根県土木部 下水道推進課が主催している下水道についての認識を深め

る事を目的とした講座です。今年は 6月 30 日に六日市小学校で行いました！

　この講座では、汚水の処理方法や使用上の注意点の解説・処理場から採取した汚水や処理水の見

比べ・微生物の観察などの様々な実験をしました！

★下水道・農業集落排水区域にお住まいの方へ★

　吉賀町は六日市・七日市地区には下水道が、初見新

田・柿木地区には農業集落排水が整備されています。

　実は下水道法では供用開始後３年以内に公共下

水道に接続することが定められています！！下

水道処理区域内の方でまだ下水道に接続されていない

方は早めの接続をお願いいたします！

★下水道・農業集落排水区域外にお住まいの方へ★

　吉賀町では、合併浄化槽（トイレ、台所、お風呂等

の生活雑排水を全て処理する浄化槽）の設置費・槽維

持管理費の補助を行っています！ 

　加えて単独浄化槽（トイレのみを処理する浄化槽）

から合併浄化槽への転換をする際には、宅内配管工

事費に対する補助金もあります！

　実験の結果、トイレットペーパーは水に溶けましたが、

ティッシュペーパーは溶けませんでした。下水道にティッ

シュを流してしまうと詰まりの原因になりますので流さない

ようにお願いいたします。

浄化槽設置については

　　　　　　  こちら

浄化槽維持管理については

こちら

～吉賀町における、生活環境の向上や河

川の水質保全の為、下水道への接続や浄

化槽設置にご理解とご協力をよろしくお

願いいたします～

お問い合わせ先…吉賀町役場建設水道課

　　　　 （☎０８５６-７９-２２１２）

トイレットペーパーとティッシュを
水にかき混ぜた結果を考察しました！

児童たちは熱心に講座を受けていました。下水道の仕組みや大切さが分

かった、正しい下水道の利用をしていく等の感想もありました。
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吉賀町成人式

家屋滅失について

　住宅や倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、手続きが必要です。必ず取り壊した年の

年末までに手続きをしてください。

※固定資産税は、毎年 1月 1日（賦課期日）現在の状況で課税されます。そのため、家屋を取り壊した翌

　年度（令和 5年度）から課税されなくなります。取り壊しを行った年度については、そのまま課税とな

　りますのでご了承ください。

１　登記がされている家屋を取り壊した場合

　　法務局で建物滅失登記の申請をしてください。

　（滅失登記が完了すると法務局から登記された旨が吉賀町役場へ通知されますので、役場での手続きは

　必要ありません。）

　※滅失登記については、法務局へお問い合わせください。

　　滅失登記の申請が 12 月末日までに間に合わない場合は、「家屋滅失届」を税務住民課（六日市庁舎）

　又は柿木地域振興室（柿木庁舎）まで提出してください。

２　登記されていない家屋を取り壊した場合

　　家屋を取り壊したら、「家屋滅失届」を税務住民課（六日市庁舎）又は柿木地域振興室（柿木庁舎）

　まで提出してください。家屋滅失届に基づき現地確認を行い、翌年度の課税対象から除きます。

　　住宅を取り壊した場合、土地に対する固定資産税の税額が変わる場合があります。住宅が建っている

　土地（住宅用地）は、「住宅用地に対する課税標準の特例」が適用され、固定資産税が減額されています。

　そのため、住宅を取り壊すと、その特例の適用から外れることになります。

新築・増築・改築家屋の調査について
　　令和 5年 1月 1日までに、家屋（倉庫・車庫等含む）を建築された方は、令和 5年度より固定資産税

　が課税されます。

　　そのため、吉賀町では、新築、増築、改築の調査を行っています。この調査に基づき家屋の評価をし

　ておりますので、ご協力をお願いいたします。

　　また、所有家屋が課税漏れとなっている場合は、税務住民課（六日市庁舎）までご連絡お願いいたします。

　お問い合わせ先　吉賀町役場　税務住民課　☎（０８５６）７７-１１１３

対象年齢は『20 歳』　　名称は『吉賀町成人式』に決定

　今年 4 月より成人年齢が 18 歳に引き下げられました。このことにより、吉賀町成人式の対象年齢や名

称について検討をする必要があり、アンケートを行いその結果を基に検討をしました。

　対象年齢については、中学生は 18 歳との回答が多く、その理由は「早く成人したい」というものでした。

一方高校生や一般は 20 歳がほとんどであり、理由は 20 歳という年齢の持つ意味や、就職や進学など現実

的に考えたものでした。アンケート結果を参考に、これまで通りの開催とすることに決定しました。

◎アンケート（任意）

対象者：令和 4年度中学 3年生・吉賀高校 1年～ 3年生

　　　　　町内に住所がある人で今年度 19 歳～ 20 歳になる人（5月 1日時点）

対象人数：中高生 145 人、一般 58 人　　回答数：中高生 56 人、一般 23 人

回答結果：年齢　20 歳対象とする＝ 51 人　18 歳対象とする＝ 28 人

　　　　　名称　成人式のままとする＝ 77 人　その他＝ 2人
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吉賀町男女共同参画推進講演会を開催しました

　吉賀町では、今年度「第三次男女共同参画推進計画」を策定します。多様な年代、立場、性別の

人の思いを取り入れながら形にしていくための一手として、6月 15 日（水）兵庫県豊岡市の元市長、

中貝宗治（なかがい　むねはる）さんを講師にお招きし、吉賀町男女共同参画推進講演会「ジェン

ダーギャップ解消とまちづくり～男だから　女だから　を超えていく～」を開催しました。

　昼の部は吉賀高等学校体育館を会場に、講演していただきました。後半では事前に高校生に実施

したアンケート結果や吉賀町の「若者回復率※」等のデータを見ながら、高校生がその場でスマー

トフォンなどを使って投票をしたり講師に直接質問をしたりしました。

　夜の部は会場を六日市基幹集落センターに変えて、豊岡市のまちづくりの柱と成功への軌跡、そ

して最後にぶつかったジェンダーギャップという壁について講演いただきました。

　まちの発展に男女不平等が妨げとなっていないか、誰にとっても暮らしやすいまちとはどのよう

なまちなのか、我々大人の思い込みがこどもたちの未来の可能性を狭めていないか、そんな事を考

えるきっかけとなったのではないでしょうか。

※若者回復率…「10 歳代の転出超過数に対して 20 歳代の転入超過者数が占める割合」と定義され、進学

　　　　　　　で地元を離れた子どもたちが就職や結婚を機に、故郷の町に帰ってきたかどうかを表す指標

「ジェンダーについて深く考えたことがなかったので考えることができてよかったです。」

「色んな世代に向けて講演するのが大切だと思う。」

「やはり男女で考え方が違うと思ったし、大人と高校生でも考えの差が大きいと思った。」

「世代関係なくジェンダーの問題を理解するべきだなって思った。」

「気づきが大事ということが良く分かった。」

「未来のために変わっていきたい。」

「ジェンダーギャップと個人の価値観(考え方)の線引きについて悩む事があったが、想像力の欠如という

お話を聞き、性差関係なく豊かに生活する為にはどうすべきかという本質を考えることが大事だと思った。」

「若い女性がすーっと消えない町づくりが大切だと思いました。（すーっと消える理由があった）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演後アンケートより

【参考】
東京都の転入超過は男性よりも女性のほうが 5倍程度多い。　（2021 年データ　総務省発表）
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保護司活動に対するご理解ご協力を

第 72 回〝社会を明るくする運動〟伝達式及び啓発活動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　松江保護観察所長西江尚人さん、益田地区保護司会長草野和馬さんをはじめ保護司の方々が吉賀町に来

庁され、保護司活動に対する理解と協力の要請が

ありました。保護司をはじめとする更生保護ボ

ランティアは、地域の再犯防止と犯罪予防を推進

し、安心・安全な社会を実現する上で欠かすこ

とのできない存在です。地域の安心・安全のため、

共に協力していくことが話し合われました。

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち直りに

ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築く

ための全国的な運動であり、毎年７月を強化月間として運動を展開しています。また、７月は「青少年の

非行・被害防止全国強調月間」にも定められています。

　吉賀町では、７月１日に役場本庁舎応接室において、内閣総理大臣メッセージを木村保護司代表が朗読

され、また、島根県知事、島根県警察本部長、島根県教育委員会教育長からのメッセージを津和野警察署

長が朗読され、吉賀町推進委員会委員長の岩本町長へ伝達しました。

　なお、本年度は新型コロナウイルス感染症をめぐる状況を踏まえ、伝達式については規模を縮小し、毎

年度実施していました啓発活動は行いませんでしたが、この運動をきっかけに、人と人とがつながって笑

顔が広がる地域になってほしいと思います。

木村保護司代表からメッセージを伝達津和野警察署長からメッセージを伝達

メッセージ披露
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棚田オーナーが草取をおこないました

町内企業の人材確保・定着対策の取り組み

サマージャンボ発売中

　６月２６日（日）大井谷の棚田において棚田オーナーが草取を

おこないました。

　今年は雨が少なく、草は少なかったですが暑い中の作業は大変で

した。

　また柿木小学校の５年生は７月１３日に草取りを行う予定です。

　秋の稲刈りが楽しみです。

　６月６日（月）、六日市基幹集落センターで、人材確保・定着推進協議会を開催しました。この協議会は、

平成２８年度に設立し活動を続けてきましたが、ニーズの変化に伴い昨年度組織の見直しを行い、新体制

となって初めての開催となりました。

　ヨシワ工業をはじめとする町内企業のほか、益田公共職業安定所、

吉賀高校といった関係機関の担当者の方に出席していただき、現在

の雇用状況や情報提供、課題の共有を行いました。

　本年度の協議会の事業として、採用活動支援、吉賀高校と連携し

たキャリア教育等を実施する予定です。協議会の活動を通じて、町

内外の多様な人材が町内企業への関心を高め、就業につながる環境づくりに取り組んでいきます。
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「税についての作文」で、吉賀中学校岩原さんの作品が

益田税務署長賞を受賞しました。

　島根県内の税務署が募集している中学生の「税についての作文」の令和３年（第５５回）の受賞作品が

発表され、吉賀中学校２年生（現３年生）の岩原由奈さんの作品が益田税務署長賞を受賞しました。岩原

さんは自分の生活に関わる様々なことが、地域の人たちが納めた税金によって成り立っていると気づいた

経験を作文にしています。

感謝

吉賀町立吉賀中学校

二年　岩原　由奈

　私の通っている学校の給食費は税金で払われています。そのほかにも、私たち中学生の医療費など

も税金で払われています。そのことを私は深く考えたことがありませんでした。

　私たち子どもが給食費を払わなくていいと何かで知ったとき、「やったー！給食ってただなん

だー！」と何となく喜んでいました。しかし、それはちょっと違いました。小学生の高学年になった

とき、「そういえば、私が払っていない給食費は誰が払ってくれているんだろう」とふと疑問に思い

ました。友達に聞いても分からず、家に帰って親に聞いてみました。すると、「それは税金で払われ

ているんだよ」と教えてくれました。でも私は「税金」という言葉を聞いたことはあっても、意味ま

では知りませんでした。そこで、税金のことをさらに聞くと、税金は国民の人たちが払うお金のこと

だと教えてくれました。私は「なんで、みんながお金を払わないといけないんだろう」と思いながら

も、それ以上は聞きませんでした。

　数か月後、学校で税金について学ぶ機会がありました。私は税金について知った気になっていたの

で、真剣に聞く気になれませんでした。ぼーっと授業を聞いていると、一つの動画を見せられました。

それは、税金がなくなると、私たちの生活はどう変わるのかという内容の動画でした。ある人が道路

を通ろうとしたら、「お金を払え」と言われました。私は「なんで道路を通るだけでお金がいるん？

みんなの道路なのに」と思いました。ですが、動画では、道路は税金でできていると説明されました。

私はそのことをはじめて知りました。道路や公園など、みんなのものだから、使って当たり前だと思っ

ていたもの全てが、税金によって管理されていることを知りました。税金があるから、私は毎日楽し

く生活できていられるのだと実感しました。税金の大切さを知った瞬間でした。さらに詳しく教えて

もらうと、私が気になっていた給食費は、日本全国で税金によって払われているわけではなく、吉賀

町ならではの取組だということを知りました。私の給食費を払ってくれているのは、国民というより

も、もっと身近な、吉賀町に住む地域の人たちということになるようです。私は「吉賀町の地域の人

たちが税金を払ってくれているからおいしい給食を食べられるんだ」と改めて感じました。すると、

地域の人たちの顔が頭に浮かんできました。これからは、地域の人たちに感謝しながら大好きな給食

を食べようと心に決めました。そして、その感謝の気持ちを、今度は私が大人になったら、税金を払

うことで、返していきたいと思います。

（岩原さんの許可を得て全文を掲載しています）
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月 火 水 木 金 土・日
１ ２ ３ ４ ５ ６・７

9：00
◎鷗外生誕160年
　没100年鷗外講座 
　＜小倉左遷＞と『鶏』

9：00
●県立中央病院えにし
　～扉の向こうに～

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県
　島根へ行こう！

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

８ ９ １０ １１ １２ １３・１４
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編（７月放送分）

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●グラントワチャンネル

9：00
●あいラブせんりゅう
　(宮城)

9：30
●気仙沼めっけ
　(静岡)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

１５ １６ １７ １８ １９ ２０・２１
9：00
◎あの夏を描く
　高校生たちのヒロシマ

１０：00
◎被爆体験伝承講話

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●よしかの里の昔話

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７・２８
9：00
★鷗外生誕160年
　没100年鷗外講座 
　＜小倉左遷＞と『鶏』

１１：00
★津和野高校
　文化部合同公演　
　JAM the 19th

9：00
●釣りしんちゃい！

9：30
●荒磯館料理長の　
　手軽に一品

9：00
●いい伊豆みつけた
　(静岡)

9：30
●ふるさと歴史発見！
　(静岡)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル
 （夏の星空編）

２９ ３０ ３１ にっぽんトレッキング 毎週　月曜日～金曜日
9：00
★中学校優勝野球大会
　益田・鹿足地区予選
　準決勝・決勝

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●グラントワチャンネル

9：00
◎吉賀町
　男女共同参画講演会
　ジェンダーギャップ
　解消とまちづくり

全国各地の

トレッキングコースの

中から１００のコース

を厳選！

【NHK エンタープライズ制作】

〇神秘に彩られたブナの森

　～白神山地・十二湖～

〇千年の道を踏みしめる

　熊野古道・伊勢路

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
 
　 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操

特別番組 ケーブルセンター受付時間
【８月１日・２２日放送】

令和４年６月１８日（土）に森鷗外記念館で行われた
鷗外講座（第２回）「 ＜小倉左遷＞と『鶏』」
講師 田中 実 氏（都留文科大学名誉教授）

【８月１５日放送】

「あの夏を描く 高校生たちのヒロシマ」
ほとんど記録の残っていない

原爆投下直後の惨状を描いた「原爆の絵」
被爆者と対話を重ね、その壮絶な体験に向き合いながら

絵を描いた広島の高校生たちに密着した
ドキュメンタリー番組

（ＮHＫエンタープライズ制作）

サンネットにちはら
Tel 74-2099/Fax 74-2667
平日　8：30～17：15

（土・日・祝はお休みです）

緊急連絡先
セコムコントロールセンター

Tel 0852-28-0016

【８月３１日放送】

令和４年６月１５日（水）に吉賀高校体育館で行われた
「ジェンダーギャップ解消とまちづくり」
講師 中貝 宗治 氏（元兵庫県豊岡市長）

字

字

字

字

特

特

特

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特８ 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２
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子育て講演会が開催されました

　去る６月１８日土曜日に吉賀町ふれあい会館にて子育て講演会が開催されました。題して「子は育ち、

親も育つ。みんなで楽しまなくちゃもったいない」

　講師は漫画家、イラストレーター。３人の子の母である高野　優氏。実はこの講演会、３年前に企画し

たものですが、新型コロナの影響で延期を余儀なくされ、この度やっとの思いで実現いたしました。イラ

ストを描きながら我が子の子育てを振り返ったり、自身の生い立ちを親子関係に焦点をあてて、話された

りしました。聴衆は高野さんの一言一言にのめりこむ様に聴き入り、時に会場は涙と笑いに包まれ、あっ

という間の九十分間でした。

印象に残ったお話。

「反抗期の子ども達（幼児期、思春期）」親はパワーがいるけれど、対等にやりあわなくても良い。一歩ひ

いたところから薄目でみるくらいがちょうどいい。ちなみに階段をドスドスと大きな音を出して上がった

り降りたり、これは「ダンス」と言われるそう。悪態をついても本当は「わたし、ぼくのことを見て！」

というサイン。反抗している子ども自身が実は一番しんどい思いをしている。「色々たいへんな思いをし

ているんだね。」と寄り添い、わかってくれようとする言葉を子どもは待っている。

「自立とは」子どもに手が離れたら自立？本当の意味の自立とは、子どもが目の前にある見えない壁を乗

り越えた時。その時こそ自立と言えるのではないか・・・

「子どもにかかわる時の姿勢としていつも心に留めていること」

・ズームよりパノラマ（子どもをみる時の見方として…遠目で

　　　　　　　　　　　見守る時期も必要）

・正論より共感（我が子が人の悪口を言った、正論→そんな悪

　　　　　　　　口を言うものではないと叱ったり注意をする　

　　　　　　　　共感→そうか、そんなことがあったんだね、

　　　　　　　　そう言われたら嫌な気がするよね、とまずは

　　　　　　　　子どもの話を聴く）

・レジリエンス（折れない心、自己肯定感を大事にする）

　最後に、若いうちは尊敬する人、あこがれの人を見て、あんなふうになりたいと思うけれど、ある程度

の年齢になったら、自分があこがれる人になりたいと思う、幼少期からずっと親から出来の良い姉と常に

比べられ育った自分だが、あたたかく受け入れてくれる地域があった。そのおかげで今の自分がいる。今

度はその恩を困っている人やつらいな、と思っている人へ送っていきたいと思う、との言葉で締めくくら

れました。

　今回は保育所職員だけではなく、保護者、地域の民生委員、保健師、役所関係者等様々な立場の方が参

加されました。今後も吉賀町全体がひとつのチームになって、子育てにかかわっていけたなら最高の町に

なると、そう強く思いました。ご参加の皆様、そして、

開催まで尽力くださった関係者の皆様、本当にありがと

うございました。

保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防

食
育
コ
ー
ナ
ー

食育

「私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

環
境
×
食
育
フ
ェ
ア
２
０
２
２ 

in
吉
高　

開
催
！

　

６
月
16
日
に
吉

賀

高

校

で
『

環

境
×
食
育
フ
ェ
ア

２
０
２
２
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、

こ
こ
２
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
例
年
で
す
と
、
行
政
や
町
内
の
民

間
団
体
が
、「
食
」
や
」「
環
境
」
に
関
わ

る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
に
五
感
を
働

か
せ
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
環
境
や
食
に

つ
い
て
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
講
演
の
み
内
容
と
し
、
町
内
の
参
加

者
の
方
に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
対
策
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨

時
期
の
蒸
し
暑
い

中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
計

150
名
近
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
３
年
前
か
ら
講
演
依
頼
を
し

続
け
て
い
た
佐
藤
弘
さ
ん
と
福
々
亭
金
太

郎
さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昨
年
度
ま
で
西
日
本
新

聞
の
記
者
を
さ
れ
て
い
て
、
「
食
卓
の
向

こ
う
側
」
を
企
画
し
、
食
の
大
切
さ
を
伝

え
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。

　

福
々
亭
金
太
郎
さ
ん
は
、
楽
し
く
食
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
を
し
た
い

と
食
育
落
語
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
佐
藤
さ
ん
の
食
に
関
す
る
お
話

だ
け
で
な
く
、
ク
イ
ズ
や
参
加
者
同
士
の
対

話
、
ま
た
、
金
太
郎
さ
ん
の
落
語
な
ど
を
交

え
て
、「
朝
食
を
と
る
こ
と
」
や
「
き
ち
ん

と
し
た
食
事
を
食
べ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
や

環
境
と
食
の
関
わ
り

に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
休
憩
を
は
さ
ん

で
２
時
間
と
い
う
長

い
時
間
で
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
の
講

演
に
な
り
ま
し
た
。

講
演

『
あ
な
た
の
体
は
あ
な
た
の
モ
ノ
だ
け
ど
、

あ
な
た
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
い
！
』

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

福
々
亭
金
太
郎

講演の感想を漢字二～三文字で表して、その理由は？
講演を聞いて、どうすれば同じ世

代の高校生に伝えることができま

すか？感謝：今自分が生きているのは親やいろいろな人たちのおか

　　　げであると感じたたから

自分：自分のことを見つめなおし、自分から家族へ、自分か

　　　ら友達へと伝えていく必要がある。

未来：今過ごしている日々が未来につながるので何気なく過

　　　ごすだけでなく、変わらないといけないと思ったから

食幸：食を大切に、自分を大切に、未来の幸せを大切にして

　　　いこうと思う

食通：食から自分の様々なこと（健康や子どもなど）に通じ

　　　ていると思ったから

大切：皆誰かにとって大切な存在だと気づいたから

鋭言飛：鋭い言葉、強い言葉は速く広く飛んでいくと感じた

　　　　から

想像力：自分じゃない相手の立場に立って考えることが多

　　　　かったから、相手の気持ちを想像することはとても

　　　　大切なことだと思った

自＝他：一人だと考えが偏り、自らの行いで病気になる。注

　　　　意してくれる人がいることで健康を保つことができ

　　　　る。自分の体は自分と他の人によって成り立ってい

　　　　ると感じたから。

・SNS を使う

・ポスターを作る

・自分たちの言葉で伝える

・まずは自分が変わる。変わった自

　分を見せる。

・食生活を正すことによってどのよ

　うなメリットがあるのか提示す

　る。反対にデメリットも提示する。

・あきらめなかったら絶対に伝わる
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保健だより
健康・食育・予防

子育て世代
包括支援センター ぴよぴよ だより

今月は

　　六日市保育所
です。

自然の中でのびのび遊び、いろんな発見！いろんな経験！を

たくさん積み重ねながら生きる力を学んでいます。

園名　社会福祉法人六日市保育所

住所　吉賀町六日市 739 番地 3

電話（Fax）　0856 － 73 － 7777

e-mail　roku-ho@river.ocn.ne.jp

  ☆ホームページもごらんください！☆

たくさんあそんでおいしいごはん！

鉄棒、うんてい、自転車…

何でも何度もチャンジ！

こうやってみようかな？

気持ちいい～

こんな乗り方もできるよ

だんご虫はどこにいるかな？

そとであそぶのだいすき
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保健だより
健康・食育・予防

健康コーナー　　　吉賀町の子どもの調査結果から（R3 年度）

　令和３年度に、吉賀町内の保育所・小学校・中学校・高校生にアンケートを実施しました。平成 26 年

と同様の調査で改善された項目もありましたが、　「朝すっきりめざめない」「夜、ぐっすり眠れない」と

いう子どもが年齢と共に高くなっています。寝つきが悪く、勉強に集中できない子どもも少なくありませ

ん。早寝早起きは大切な習慣です ｡量と質の良い睡眠は、身体だけでなく脳（こころ）の疲労を解消しま

す ｡安らかな静かな熟睡は ､成長ホルモンと愛情ホルモンの分泌を促進し身体と脳（こころ）の成長を育

みます。 

　メディアの接触時間も年齢とともに多くなっています。約束の時間になっても止めない、テレビ・ビデ

オ・ゲームのスイッチを切ろうとする、あるいは切ると、泣く、怒る、暴れる場合には、メディア中毒が

うたがわれます。メディアヘ接触する総時間を制限することは、とても大切です。過剰なメディアヘの接

触は、興奮と緊張を与え、脳（こころ）の疲労を生みます。ゲーム遊戯時間を制限し、ゲーム機から離れ

る日（ノー・ゲーム・ディ）を設けることがゲーム中毒の予防として重要です。メディアを上手に活用し、

メディアを正しく読み解く力を育てることも大切です。

　各ご家庭・地域で、大人の生活も一緒に点検し、健やかな成長を目指しましょう。
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吉
賀
町
立
図
書
館

【
み
ん
な
で
作
る
ス
イ
ミ
ー
】

　

館
内
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
窓
に
７
月

～
８
月
「
み
ん
な
で
作
る
ス
イ
ミ
ー
」

と
題
し
て
絵
本
の
『
ス
イ
ミ
ー
』
に

似
た
魚
の
飾
り
つ
け
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
世
界
で
苦
し
ん
で
い

る
人
々
が
、
絵
本
の
お
話
の
よ
う
に
、

小
さ
な
一
つ
で
は
な
く
互
い
に
支
え

合
い
、
平
和
で
安
心
し
た
環
境
で
過

ご
せ
る
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
の
皆
様
も
ス
イ

ミ
ー
の
折
り
紙
を
飾
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

【
夏
の
読
書
感
想
文
課
題
図
書
】

　

今
年
も
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
館
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

並
べ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
図
書
を

紹
介
し
ま
す
。

〇
小
学
校
低
学
年
の
部

『
お
す
し
や
さ
ん
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
』

　

魚
を
釣
り
上
げ
て
か
ら
お
寿
司
に

な
る
ま
で
を
写
真
で
み
せ
る
絵
本
で

す
。

 ≪ベスト・リーダー！６月≫　

　　書　　　名　　　　　　　　　　著　　者　　

「彼女が知らない隣人たち」　　　あさの　あつこ著

「はなちゃんのみそ汁」青春篇　 安武　信吾　著

「もう別れてもいいですか」　　　垣谷　美雨　著

「剣持麗子のワンナイト推理」　　新川　帆立　著

「母子草の記憶」　　　　　　　　小杉　健治　著

≪図書館利用状況６月≫

●貸出総数　３７３４冊

●貸出人数　　４６２人

●来館者数　　５１１人

 [ 休館日と返却ポスト ]

・お盆休みの休館日

　８月１４日～１６日まで

・毎月曜日と祝日。

・図書返却ポスト

　吉賀町内各公民館前に設置

〇
小
学
校
中
学
年
の
部

『
こ
の
世
界
か
ら
サ
イ
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
』

　

南
ア
フ
リ
カ
で
の
サ
イ
を
狙
う
密

猟
者
と
守
る
人
た
ち
と
の
た
た
か
い

で
す
。

〇
小
学
校
高
学
年
の
部

『
捨
て
な
い
パ
ン
屋
の
挑
戦
』

　

廃
棄
さ
れ
る
パ
ン
を
出
さ
な
い
こ

と
に
奮
闘
す
る
パ
ン
職
人
の
お
話
で

す
。

〇
中
学
校
の
部

『
海
を
見
た
日
』

　

里
親
と
４
人
の
子
ど
も
た
ち
が
本

当
の
家
族
と
な
っ
て
い
く
感
動
す
る

お
話
で
す
。

〇
高
等
学
校
の
部

『
そ
の
扉
を
た
た
く
音
』

　

29
歳
、
無
職
。
人
生
に
行
き
詰
ま

り
を
感
じ
て
い
る
青
年
に
奇
跡
が
お

こ
る
。
音
楽
と
人
と
の
出
会
い
が
感

動
を
よ
ぶ
お
話
で
す
。

図書だより
町立図書館・柿木公民館
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今
月
の
本
の
紹
介 図

書
室
だ
よ
り

　

夏
休
み
。
子
ど
も
た
ち
は
う
き
う
き
、
マ
マ
た
ち
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
ゆ
う
う
つ
⁉　

長
い
夏
休
み
、
計
画
表
な
ど

作
っ
て
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。
家
に
い
る
時
間

が
長
い
の
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
夏
休
み
の
間
に
「
み
そ
汁
と
卵
焼
き
と
オ
ム
レ

ツ
は
完
璧
に
マ
ス
タ
ー
し
た
」
な
ん
て
最
高
！
こ
れ
は
立

派
な
「
家
庭
科
」
で
す
ね
。

　

年
々
夏
が
暑
く
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン

ば
か
り
に
た
よ
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
知
恵
を
生
か
し
て
自

然
の
力
を
借
り
る
「
エ
コ
涼
み
」
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
朝
、
窓
を
開
け
放
っ
て
外
の
空
気
の
入
れ
替
え
。
地
面

に
打
ち
水
。
自
然
の
風
を
楽
し
む
な
ら
「
う
ち
わ
」。
さ
っ

そ
く
取
り
入
れ
て
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

家
訓
づ
く
り
の
す
す
め　
　
　
　
　
　
　

浅
見
政
資

昭
和
戦
後
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
隆
久

交
渉
力
を
つ
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
北
純
一

高
め
よ
！
防
災
力　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
台
俊
介

石
こ
ろ
博
士
入
門　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
直
樹

心
と
カ
ラ
ダ
の
磨
き
方　
　
　
　
　
　
　

大
美
賀
直
子

生
活
毒
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

一

快
適
生
活
の
ス
ス
メ　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
え
り
子

泥
棒
た
ち
の
昼
休
み　
　
　
　
　
　
　
　

結
城
昌
治

７
番
街
の
殺
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎

私
の
消
滅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
文
則

六
月
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乃
南
ア
サ

キ
ャ
ン
セ
ル
未
来
図　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
ね
る
つ

図書だより
町立図書館・柿木公民館

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

賀

校

吉
賀
高
等
学
校
支
援
協
議
会
開
催

　

６
月
25
日
に
七
日
市
公
民
館
で
吉
賀

高
等
学
校
支
援
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
中
村
芳
信
顧
問
、
岩
本
一
巳
会
長

を
は
じ
め
約
40
名
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
昨
年
度
の
事
業
や
会
計

報
告
だ
け
で
な
く
、
吉
賀
高
校
や
吉
賀

高
校
支
援
室
の
現
状
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
報
告
後
に
は
、

理
事
や
会
員
の
方

の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
高
校
や
支

援
室
の
活
動
の
成

果
や
課
題
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

総
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
10
月

末
に
発
行
予
定
の

「
支
援
協
議
会
だ
よ
り
」
で
お
伝
え
す

る
予
定
で
す
。
今
後
も
、
吉
賀
高
校
や

支
援
室
の
活
動
に
対
し
て
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

データで見る吉賀高校
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皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
年
齢
を
重

ね
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら

し
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
親
し
い
人
に
囲

ま
れ
て
過
ご
し
た
い
、
い
つ
ま
で
も

楽
し
み
を
持
ち
続
け
た
い
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
出
来
る
だ
け
自
宅

で
過
ご
し
た
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

理
想
の
暮
ら
し
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
加
齢
に

伴
い
買
い
物
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の

日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
少
な

く
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
私

達
の
将
来
の
姿
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町

内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
不
安
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
不
安
解
消
と
お
互
い
の
繋
が

り
が
持
て
る
場
所
を
作
る
こ
と
を
目
的

に
、集
会
所
な
ど
を
活
動
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
り

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
町
内
で
の
第
1
号
は
、
平
成
11

年
の
抜
月
、続
い
て
平
成
13
年
の
樋
口
・

朝
倉
な
ど
が
開
設
さ
れ
、
現
在
で
は
町

内
全
域
に
わ
た
り
33
地
区
で
活
動
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
主
な
内
容
は
、
地
区

に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
昼
食

の
提
供
や
健
康
教
育
、
ゲ
ー
ム
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

去
る
6
月
28
日
（
火
）
に
は
、
町
内

で
最
初
に
開
設
さ
れ
た
抜
月
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン(

月
和
田
地
区)

に
出
掛
け
、

皆
さ
ん
が
調
理
さ
れ
た
食
事
を
参
加
さ

れ
た
方
々
と
食
べ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地
元
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
食
事
は
、
本

当
に
ど
れ
も
美
味
し
く
感
動
し
ま
し

た
。
ま
た
、
7
月
27
日(

水)

に
は
、

上
高
尻
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
も
出
掛
け

る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
お

元
気
で
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.53

岩本一巳

支
え
合
う

地
域
づ
く
り
の
大
切
さ

　

今
回
の
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
改
め
て
地
域
で
の
支
え
合
い
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お
互
い

が
支
え
合
い
、
温
も
り
の
あ
る
吉
賀

町
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
今

後
も
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
繋
が
り

や
絆
を
深
め
る
事
業
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（参加された皆さんとの集合写真）

町長コラム

（当日の食事）
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６
月
４-

５
日
に
鳥
取
市
で
、
全
国
小

学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
中
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

六
日
市
小
か
ら
３
名
が
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
第
４
シ
ー
ド
の
河
口
菜
々

美
さ
ん
（
六
小
５
年
）
が
４
位
に
な
り
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

平
成
27
年
度
に
中
国
大
会
を
優
勝
し
全
国

大
会
に
出
場
し
た
岩
本
晋
之
介
さ
ん
（
六

日
市
小
卒
、
関
西
大
１
）
以
来
の
７
年
ぶ

り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
５
年

生
で
す
か
ら
、
来
年
も
期
待
で
き
ま
す
。

全
国
大
会
は
８
月
上
旬
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
で
全
国
に

　

６
月
５
日
に
安
来
市
で
、
栃
木
国
体
代

表
選
手
（
成
年
の
部
）
を
決
め
る
島
根
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
推
薦
を
受
け
「
ふ
る
さ
と
選
手
」

の
岩
本
晋
之
介
選
手
（
六
日
市
中
卒
・
関

西
大
１
）
と
、
島
根
県
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

選
手
の
計
４
名
で
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
代
表
２
枠
を
争
い
ま
し
た
。

　

岩
本
選
手
は
３
試
合
を
危
な
げ
な
く
全

勝
し
１
位
で
代
表
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
成
年
の
部
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
８
月
に
広
島
市
で
開
催
）
を
勝
ち
抜
い

て
全
国
大
会
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
岩
本
選
手
は
春
の
関
西
学
連
大
会

で
１
回
生
な
が
ら
シ
ン
グ
ル
ス
で
ベ
ス
ト

８
に
入
り
、
８
月
に
四
日
市
で
開
催
さ
れ

る
イ
ン
カ
レ
本
戦
の
出
場
も
決
め
て
い
ま

す
。

　

国
体
も
イ
ン
カ
レ
も
頑
張
り
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
国
体
成
年
代
表
選
手
に

トピックス
話題・できごと

　

６
月
11-

12
日
に
山
口
市
維
新
公
園

で
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
山
口
県
予
選
大
会
（
13
歳
以
下
、

中
２
早
生
れ
以
下
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
で
は
第
３
シ
ー
ド
の
河
口
菜
々
美
さ

ん
（
六
小
５
年
）
が
上
級
生
相
手
に
優
勝
。

男
子
で
は
第
２
シ
ー
ド
の
橋
本
詠
哉
さ
ん

（
下
松
中
２
年
、
下
松
市
か
ら
吉
賀
町
に

練
習
に
来
て
い
ま
す
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

河
口
さ
ん
と
橋
本
さ
ん
の
二
人
は
８
月
13

日
か
ら
の
中
国
大
会
（
山
口
市
開
催
）
に

出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
中
国
大
会
で
は
、
５
年
前
、
岩
本

晋
之
介
さ
ん
は
優
勝
し
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

Ｕ
18
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
室
内
選
手

権
島
根
県
大
会
が
６
月
11
日
出
雲
市
浜
山

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
シ
ー
ド

の
加
藤
那
菜
さ
ん
（
吉
賀
高
1
）
危
な
げ

な
く
優
勝
（
２
連
覇
）
し
ま
し
た
。
加
藤

さ
ん
は
、
今
期
、
高
校
生
以
下
の
大
会
で

負
け
な
し
の
３
大
会
連
続
優
勝
で
す
。
名

実
と
も
に
島
根
県
ジ
ュ
ニ
ア
No1
選
手
に
成

長
し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
大
会
の
中
国
大
会
は
９
月
３
日
か

ら
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
山
口
県
13
歳
以
下

　
　
　
　
　
　
　

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

テ
ニ
ス
18
歳
以
下
県
大
会
優
勝
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テ
ニ
ス
山
口
県
13
歳
以
下
優
勝

　

６
月
25-

26
日
に
山
口
市
維
新
公
園

で
、
サ
マ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト
山
口
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
の
13
歳
以
下（
中

２
早
生
れ
以
下
）
で
は
第
1
シ
ー
ド
の
片

上
碧
さ
ん
（
六
小
5
年
）
が
優
勝
し
ま
し

た
。
６
月
な
の
に
猛
暑
に
な
り
、
厳
し
い

条
件
で
し
た
が
、
練
習
で
培
っ
て
い
る
体

力
と
精
神
力
で
４
試
合
戦
い
抜
き
ま
し

た
。

　

決
勝
戦
で
は
中
学
2
年
の
選
手
相
手
に

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
ま
で
も
つ
れ
ま
し
た
が
、

最
後
は
強
気
の
シ
ョ
ッ
ト
で
勝
ち
切
り
ま

し
た
。
練
習
で
重
点
を
お
い
て
い
る
フ
ォ

ア
の
ク
ロ
ス
と
、
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
か
ら

の
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
の

連
続
な
ど
素
晴
ら
し
い
テ
ニ
ス
を
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

快
挙
・
国
体
代
表
選
手
に

　
　
　
　
　
　

吉
賀
高
校
の
２
人

7
月
2-

3
日
に
出
雲
市
浜
山
公
園
で
、

栃
木
国
体
島
根
県
予
選
大
会
（
少
年
の
部
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
３
か
ら
高
３
ま

で
の
選
手
に
よ
る
代
表
枠
２
名
を
争
う
大

会
で
す
。
1
位
２
位
の
２
名
が
島
根
県
代

表
選
手
に
な
り
、
10
月
上
旬
に
栃
木
県
宇

都
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
本
国
体
に
出
場
し

ま
す
。
少
年
女
子
の
部
に
は
、
吉
賀
高
校

か
ら
３
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
の

三
重
国
体
代
表
に
も
な
っ
て
い
た
加
藤
那

菜
さ
ん
（
吉
高
1
）
は
第
１
シ
ー
ド
の
貫

禄
を
見
せ
、
優
勝
し
ま
し
た
。
２
番
目
の

枠
を
岩
本
理
沙
さ
ん
（
吉
高
１
）
と
出
雲

高
３
年
選
手
、
大
社
高
１
年
選
手
が
争

い
、
み
ご
と
岩
本
さ
ん
が
2
位
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
島
根
県
代
表
国
体
選

手
２
名
は
吉
賀
高
校
の
二
人
が
勝
ち
取
る

と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
島

根
県
代
表
選

手
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な

い
プ
レ
ー
が

で
き
る
よ
う

に
今
後
も
地
域
ク
ラ
ブ
で
練
習
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

空
手　

形
競
技

　

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
、

　

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場　
　

　

吉
賀
中
学
校
１
年
生
中
野
祥
太
郎
さ

ん
、
柿
木
小
学
校
３
年
生
の
中
野
麻
子
さ

ん
が
空
手
の
形
競
技
で
、
７
月
の
中
国
地

区
空
手
道
選
手
権
大
会
と
８
月
の
全
国
空

手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
、
祥
太
郎

さ
ん
が
中
学
生
の
部
で
準
優
勝
、
麻
子
さ

ん
は
小
学
生
３
年
生
の
部
で
優
勝
し
、
３

連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

向
け
て
兄
弟
で
力
を
合
わ
せ
て
、
日
々
の

稽
古
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
中
野
祥
太

郎
さ
ん
、
麻
子
さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　

な
お
、
県
大
会
幼
年
の
形
の
部
で
は
、

六
日
市
保
育
所
の
仲
村
來
晄
さ
ん
が
２

位
、
同
じ
く
金
川
虎
太
郎
さ
ん
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
も
、
先
輩
の

姿
を
み
て
育
っ
て
い
ま
す
。
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《
寄
稿
》

日
本
海
は
、
本
当
に
キ
レ
イ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

先
日
、６
月
８
日
は
、「
世
界
海
洋
デ
ー
」

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
「
豊
か
な
海

の
環
境
を
守
ろ
う
」
こ
れ
が
、
大
テ
ー
マ

と
成
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
昨
今
は

特
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
か
ら
海
を
、

海
の
生
き
物
を
守
る
、
こ
の
こ
と
が
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
球
の
表
面

積
の
７
割
を
占
め
る
海
の
環
境
保
全
は
、

私
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
上
で
最
も
大
事

な
事
の
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
折
、
北
朝
鮮
は
、
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
続
け
て
い
て
、
日
本
海
に
続
々
と
落

下
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
米
韓
も
北
へ
の

対
抗
な
の
か
、
ミ
サ
イ
ル
を
打
ち
続
け
、

こ
れ
又
、
日
本
海
の
ゴ
ミ
に
し
ま
し
た
。

海
洋
デ
ー
の
テ
ー
マ
な
ど
、
何
と
も
思
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

私
は
、
益
田
か
ら
松
江
へ
JR
山
陰
線
で

よ
く
行
き
ま
す
。
海
岸
線
を
走
り
、
窓
の

外
に
広
が
る
景
色
は
、
季
節
や
天
候
を
問

わ
ず
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
浜
田
、
境
港
を
代
表
と
す
る
日

本
海
の
魚
も
本
当
に
美
味
し
い
も
の
ば
か

《
寄
稿
》

福
川
・
椛
谷
の
お
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

長
州
藩
の
前
原
一
誠
は
明
治
新
政
府
の

重
鎮
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
内
部
事
情
、

政
変
に
て
下
野
、
出
身
地
萩
に
帰
省
と
同

時
に
四
民
平
等
論
で
嘗
て
の
特
権
を
奪
わ

れ
た
士
族
に
よ
っ
て
、
反
政
府
運
動
が
九

州
、
山
口
で
起
こ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
内
の
一
つ
が
前
原
一
誠
を
首
領
と

す
る
明
治
九
年
勃
発
の
萩
の
乱
で
あ
る
。

り
で
す
。

　

一
方
、
車
窓
か
ら
青
い
海
を
見
て
い
て
、

「
あ
～
、
あ
の
綺
麗
な
海
の
底
に
、
ミ
サ

イ
ル
の
残
骸
や
、
ロ
シ
ア
の
老
朽
原
潜
が

数
多
く
沈
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
」
と
思
う

と
、
青
い
海
も
泥
水
に
見
え
て
き
ま
す
。

　

日
本
海
は
、
水
も
き
れ
い
で
、
魚
も
美

味
し
い
と
本
心
か
ら
今
は
思
い
ま
す
が
、

前
述
の
様
な
こ
と
が
続
け
ば
、
将
来
的
に

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
孫
子
が
安
心

し
て
泳
げ
る
海
、
魚
も
沢
山
と
れ
て
美
味

し
く
い
た
だ
く
、
こ
れ
が
、
ず
～
と
続
く

の
か
な
あ
～
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
、「
海

洋
デ
ー
」
の
報
に
ふ
れ
た
一
日
で
し
た
。

六
日
市
病
院
存
続
支
援
募
金
箱
（
樽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

 

６
月
に
吉
賀
町
商
工
会
会
長
松
前
氏
に

よ
り
六
日
市
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
て
六
日
市
病
院
存
続
支
援
を
目
的
に
募

金
箱
（
樽
）
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。
六
日
市
病
院
は
昭
和
56
年
に

開
業
し
、
地
域
医
療
拠
点
病
院
と
し
て
町

民
の
命
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
年
々
人

口
が
減
少
し
て
高
齢
化
社
会
に
な
り
つ
つ

あ
る
中
、
医
療
と
介
護
が
連
携
し
た
六
日

市
病
院
は
吉
賀
町
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
萩
の
乱
を
鎮
圧
す
べ
く
号
令
の
下
、

安
芸
広
島
に
配
置
の
明
治
行
政
府
管
轄
の

鎮
台
兵
数
百
名
が
旧
津
和
野
藩
へ
途
上
の

際
、
本
町
内
を
通
過
。
柿
木
村
福
川
・
椛

谷
に
て
薄
暮
分
散
し
て
一
宿
し
た
の
だ
。

時
に
明
治
九
年
の
晩
秋
で
あ
っ
た
。
御
同

地
は
山
峡
地
帯
で
一
夜
の
宿
と
云
え
ど
も

寒
気
険
し
く
身
に
凍
み
た
。
そ
し
て
、
翌

朝
の
萩
へ
出
発
前
、
昨
夜
の
状
況
を
一
兵

士
が
宿
の
襖
へ
一
句
認
め
た
の
が
次
の
句

で
あ
る
。

　

「
蒲
団
は
短
し
夜
は
長
し
尻
か
ら
さ
む

風
福
川
の
宿
」
と
云
う
。
又
、
民
宿
の
お

か
み
さ
ん
も
機
転
よ
ろ
し
く
直
ぐ
に
「
蒲

団
は
五
尺
に
決
ま
っ
た
も
の
お
前
の
臑
が

長
い
か
ら
」
と
返
し
た
と
伝
う
。

　

大
政
奉
還
、
廃
藩
置
県
、
明
治
維
新
へ

と
世
の
中
は
大
き
く
変
遷
し
た
。
こ
の
幕

末
、
維
新
動
乱
期
の
一
端
の
中
で
当
地
が

こ
の
様
に
深
く
関
与
の
念
が
、
大
い
に
感

じ
取
ら
れ
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。
福

川
・
椛
谷
地
内
の
田
園
風
景
は
常
々
に
四

季
を
通
し
て
美
し
い
同
地
内
の
今
か
ら
凡

そ
百
五
十
年
前
の
伝
承
を
、
こ
こ
に
末
長

く
伝
え
置
く
も
の
で
あ
る
。
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　《
俳
句
》

葦あ
し

茂
る　

一
級
河
川
の　

釣
師
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

走
り
梅
雨　

葉
に
葉
を
広
げ　

四
方
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

裏
庭
に　

雉
の
来
て
鳴
く　

小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

夕
日
さ
す　

野
ば
ら
の
土
手
を　

見
て
帰
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

形か
た
し
ろ代

や　

山
の
神
社
の　

水み

は張
り
桶お

け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

早さ

な

え苗
田
の　

株
間
見
通
す　

位
置
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

積
ん
読
の　

山
へ
新
刊　

草く
さ
か
り
め

刈
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

十じ
ゅ
う
や
く

薬
や　

使
ふ
と
も
な
く　

釣つ

る

べ瓶
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

鮎
解
禁　

釣
り
人
ま
ば
ら　

夜
明
け
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

毅

手
を
か
け
て　

さ
あ
出
来
ま
し
た　

旬
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　《
短
歌
》

久
々
の　

雨
を
被
り
て　

雨
蛙

　

ガ
シ
ガ
シ
ガ
シ
と　

歓
び
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

墓
所
前　

色
と
り
ど
り
の　

花
が
咲
き

　

小
鳥
や
蝶
と　

空
み
て
休
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
６
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～　
（
６
月
届
出
）

三
上　

歩
士
（
あ
ゆ
と
）
さ
ん

　
　
　

高
文
・
久
美
子
さ
ん
の
子　

木
部
谷

森　
　

唯
翔
（
ゆ
い
と
）
さ
ん

　
　
　

拓
真
・
智
美
さ
ん
の
子　
　

下
須

古
永　
　

旭
（
あ
さ
ひ
）
さ
ん

　
　
　
　

匠
・
洋
子
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

三
家
本　

恋
絆
（
こ
の
は
）
さ
ん

　
　
　
　

雄
基
・
明
日
香
さ
ん
の
子　

蔵
木

三
家
本　

愛
絆
（
お
と
は
）
さ
ん

　
　
　
　

雄
基
・
明
日
香
さ
ん
の
子　

蔵
木

大
田　

志
津
子　

さ
ん　

94
歳　
　

椛
谷

増
本　

ミ
ツ
ヱ　

さ
ん　

93
歳　
　

真
田

渡
邊　

千
江
子　

さ
ん　

90
歳　
　

注
連
川

澄
川　

定
登　
　

さ
ん　

85
歳　
　

下
高
尻

田
野　

文
子　
　

さ
ん　

80
歳　
　

六
日
市

宇
都
宮　

千
代
子
さ
ん　

87
歳　
　

下
須

　
《川
柳
》

雨
降
り
に
銭
を
惜
し
ん
で
び
し
ゃ
濡
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

雨
傘
を
差
し
て
童
謡
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

雨
が
え
る
雨
よ
降
れ
と
雲
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

ア
ジ
サ
イ
に
雨
に
打
た
れ
る
カ
タ
ツ
ム
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

鯉
打
線
梅
雨
入
り
前
に
湿
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

馬
鈴
薯
も
雨
が
欲
し
い
に
物
い
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

小
雨
の
日
老
老
介
護
の
昼
の
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

大
雨
が
降
れ
ば
気
に
な
る
災
害
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

一
斉
の
カ
エ
ル
の
合
唱
雨
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

水
不
足
待
っ
て
ま
し
た
と
雨
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

七
変
化
上
手
に
染
ま
る
雨
が
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実 

雨
模
様
嬉
し
鳴
き
す
る
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

時
は
今
雨
が
し
た
し
る
吉
賀
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

雨
模
様
何
柄
な
の
か
き
く
児
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

少
子
化
で
姿
は
見
え
ぬ
子
供
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　
　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
寄
稿
》

新
鮮
野
菜
を
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

七
月
に
な
る
と
言
う
の
に
、
コ
ロ
ナ
も

戦
争
も
い
つ
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
と
こ
わ
さ
れ
た
建
物
、
こ

ろ
が
る
死
体
を
運
ぶ
姿
、
こ
の
人
達
は
い

つ
立
ち
直
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
思
い
つ

つ
先
の
見
え
な
い
生
活
に
も
し
自
分
達
が

な
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
戦
争
の
い
た
ま

し
さ
に
胸
が
痛
む
。
一
日
も
早
く
終
り
に

し
て
ほ
し
い
の
だ
が
。

　

今
年
は
空
梅
雨
な
の
だ
ろ
う
か
、
雨
も

少
な
い
様
で
あ
る
。
畑
に
出
て
見
て
み
る

と
植
え
た
物
よ
り
草
の
方
が
の
び
て
い

る
。
少
し
ず
つ
取
っ
て
や
る
と
い
か
に
も

う
れ
し
そ
う
に
出
来
て
く
る
。
よ
か
っ
た

ネ
、
こ
う
し
て
肥
料
や
り
網
を
張
っ
て
野

菜
作
り
で
あ
る
。
取
り
立
て
の
野
菜
が
漬

物
、
煮
し
め
、
和
物
、
酢
の
物
と
色
々
変

わ
り
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
に
上
る
。
そ
の
時

二
人
に
取
っ
て
一
番
の
幸
せ
を
思
う
。
舅

さ
ん
姑
さ
ん
が
い
る
時
は
会
社
か
ら
帰
っ

て
又
田
ん
ぼ
に
出
て
い
た
の
で
中
々
思
う

様
お
か
ず
も
作
る
事
が
出
来
ず
、
そ
れ
で

も
炊
き
込
み
、
豆
ご
は
ん
、
ス
シ
と
味
の

つ
い
た
ご
は
ん
だ
と
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ

て
い
た
の
だ
。
主
人
と
二
人
で
味
付
ご
飯

す
る
た
び
舅
さ
ん
姑
さ
ん
の
顔
を
思
い
だ

す
の
だ
が
。
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